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社名 

事業内容 

 

 

 

取締役会長 

取締役社長 

資本金 

設立 

所在地 

売上収益［売上高］（連結） 

     (億円) 

（3月期） 

16,000 

 

12,000 

 

8,000 

 

4,000 

 

0 

13,995 14,064 

営業利益（連結） 

    (億円) 

800 

 

600 

 

400 

 

200 

 

0 

711 

580 

（3月期） 

トヨタ紡織株式会社 

1  内装システムサプライヤー事業と内装製品の製造・販売 

2  自動車用フィルター・パワートレーン機器部品の製造・販売 

3  その他自動車関連部品の製造・販売 

4  繊維関連製品の製造・販売 

豊田 周平  （左） 

 沼  毅  （右） 

84億円 

1950（昭和25）年 

愛知県刈谷市豊田町1丁目1番地 

2019 2020 2018 2019 2019 2020 2018 2019 
IFRS 日本基準 IFRS 日本基準 

14,173 
13,726 

612 

477 

1-1. 会社概要 
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各地域の統括会社を中核に、域内の生産事業体が一体となった事業運営を進めています。 

グローバルワンカンパニー 

グローバル本社と各統括会社が機能連携し、グローバルワンカンパニーを構成 

1-2.グローバルネットワーク 

事業展開 26の国・地域 

拠点数  98社（トヨタ紡織を含む） 

従業員数 44,375名 

（2020年3月末） 
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製品情報 1-3. 製品情報 
トヨタ紡織グループは、「シート」「内外装」「ユニット部品」の３つの事業領域で、モビリティーの中で人が過ごす、 

より豊かで上質な時間や空間を実現する、確かな品質と新たな価値を生む数々の製品をお届けしていきます。 
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各工場･部署、各地域毎 
・年度方針・実施計画 

トヨタ紡織グループ 年度毎 
環境取組み方針・活動計画 

 

 

 

 

 

 

 

「環境ビジョンカード」 

ISO14001環境マネジメントシステム 
を通じて、「2050年環境ビジョン」＆ 
「環境取り組みプラン」に基づく 
環境方針を各工場・部署の 
環境マネジメントプログラムに織込む。 

地球環境 
憲章 

生物多様性基本方針 

2050年環境ビジョン 

環境取り組みプラン 

基本 
理念 

中
長
期
方
針 

日
常
業
務 

理
念
・
方
針 

2-1. トヨタ紡織グループの環境取り組み体系 
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2-2. ﾏﾃﾘｱﾘﾃｨと関連するSDGs、2050年環境ﾋﾞｼﾞｮﾝのつながり 

分類 
2050年環境ビジョン 

[6つの環境チャレンジ目標] 

          トヨタ紡織グループ 
        CO2排出量ゼロにチャレンジ 

        ライフサイクル 
        CO2排出量ゼロにチャレンジ 

        トヨタ紡織グループ 
        生産工程水リサイクル化による 
        排出ゼロにチャレンジ 

        天然資源使用量 
        ミニマム化にチャレンジ 

        トヨタ紡織グループ 
        廃棄物ミニマム化にチャレンジ 

        森づくり活動 
        132万本植樹にチャレンジ 

生
物
多
様
性
危
機 

水
不
足 
天
然
資
源
枯
渇 

気
候
変
動 

3 

1 

2 

4 

5 

6 

6:安全な水とトイレを 
  世界中に 

7:エネルギーをみんなに 
  そしてクリーンに 

9:産業と技術革新の 
  基盤をつくろう 

12:つくる責任つかう責任 

13:気候変動に具体的な 
   対策を 

【関連するSDGs】 

豊田綱領 

基本理念 

行動指針 TB Way 

Vision 

Toyota Boshoku’s Materiality 

Mid-term Business Plan 

Business plan Profit plan 
Resources 

plan 

Annual Group 
Hoshin 

Annual profit plan 
Annual personnel 

plan 

トヨタ紡織のマテリアリティ 

1 
インテリアスペースクリエイターとして 
イノベーションを通じ、快適・安全・安心を創造し、 
こころ豊かな暮らしに貢献する 

2 
確かな技術力で、安全な製品を提供し、 
交通事故死傷者ゼロ社会に貢献する 

3 
取引先とともに「ものづくり」の革新を図り、 
環境負荷のミニマム化を実現する 

4 
多様な価値観とチャレンジ精神、チームワークを 
尊重し、世の中に貢献できる人を育てる 

5 
公正で良識ある行動を伝承し、全てのステーク 
ホルダーから信頼される誠実な企業であり続ける 

中期経営計画 

リソーセス計画 収益計画 経営計画 

年度ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ方針 年度利益計画 年度要員計画 
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2-3. 環境取り組みプランの変遷 
 

年
度 

1990年代 2000年代 2010年代 2020年代 

’90 ’00  ’04  ’06 ’10 ’15    ’20 

ト
ヨ
タ
紡
織
の
取
り
組
み 

   

●環境取り組みプラン(’93～’95) 

●環境委員会設置(’93) 

●環境取り組みプラン(’96～’00) 

’04年 3社合併 

 2010年環境 
 取り組みプラン 
（’06/4～’11/3） 

 2015年環境 
 取り組みプラン 
（’11/4～’16/3） 

旧３社の環境 
取り組みプラン 
（‘01～‘05） 

●地域別環境委員会設置(’06) 
●ISO14001取得(’98～) 

●環境委員会設置 

■トヨタ紡織地球環境憲章制定  

■基本理念制定  

■生物多様性基本方針制定(’11)  
旧３社 各社で目標設定し活動 

●ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ環境委員会設置(’10) 

 2020年環境 
 取り組みプラン 
（’16/4～’21/3） 

環境取り組みプラン 

 2025年環境 
 取り組みプラン 
（’21/4～’26/3） 

☆2050年ビジョン公表(’16/6月) 

☆2025年プラン公表  
     (’20/12月) 

環境取り組みプランは、5年毎の中期環境方針として策定、公表 
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2-4. 環境取り組みプランの詳細 

分類 
2050年環境ビジョン 

[6つの環境ﾁｬﾚﾝｼﾞ目標] 

2020年環境取り組みプラン 

No. 取り組み項目 

低炭素社会の構築 
(気候変動・CO2） 

1.トヨタ紡織グループ 
 CO2排出量ゼロにチャレンジ 

① 低CO2革新生産技術開発の推進 

② 各国・地域特性に合わせた再生可能エネルギーの活用推進 

③ 
自社における次世代エネルギーの活用可能性調査と 
中長期での活用目途付け 

2.ライフサイクル 
 CO2排出量ゼロにチャレンジ 
 
 
 

④ 日常生産活動におけるCO2排出量の最小化 

⑤ トップクラスの燃費性能に貢献する製品開発 

⑥ 次世代自動車に対応した製品開発の推進 

⑦ 植物由来の原材料を使用した開発と製品化拡大 

⑧ 物流における効率的な物流の追求によるCO2排出量の低減 

循環型社会の構築 
（水・資源） 

3.トヨタ紡織グループ 
 生産工程水リサイクル化による 
 排出ゼロにチャレンジ 

⑨ 生産工程における水使用量、排出量の低減 
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2-4. 環境取り組みプランの詳細 

分類 
2050年環境ビジョン 

[6つの環境ﾁｬﾚﾝｼﾞ目標] 

2020年環境取り組みプラン 

No. 取り組み項目 

循環型社会の構築 
（水・資源） 

4.天然資源使用量 
 ミニマム化にチャレンジ 

⑩ 植物由来の原材料活用による枯渇天然資源の使用量低減 

5.トヨタ紡織グループ 
 廃棄物ミニマム化にチャレンジ 

⑪ 生産活動における廃棄物の低減と資源の有効利用 

⑫ 物流活動における梱包包装資材の低減と資源の有効利用 

自然共生社会活動 
（生物多様性） 

6.森づくり活動 
 132万本植樹にチャレンジ 

⑬ 森づくり活動／森林保全活動による環境社会貢献の推進 

マネジメント 7.マネジメント 

⑭ 連結環境マネジメントの強化推進 

⑮ 化学物質管理体制の強化 

⑯ 生産活動におけるVOCの低減 

⑰ ビジネスパートナーと連携した環境活動の推進（サプライヤー） 

⑱ 環境保全活動を未来へ伝える環境活動の強化 

⑲ 
環境情報の積極的開示によるステークホルダーとの 
コミュニケーション活動の充実 
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3-1. 化学物質に関する法律 

廃棄物・リサイクル 

大気 
作業環境 

土壌 

・廃棄物処理法 

・PRTR法 
・水質汚濁防止法 

・PRTR法 

・土壌汚染対策法 

・大気汚染防止法 

・悪臭防止法 

・PRTR法 

・労働安全衛生法 

・毒劇物法 ・消防法 

生産現場では化学物質に関する多くの法律がある 

水域 

環境法規 

安全法規 

材料 製品 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=127vimk6i/EXP=1379421993;_ylt=A3JvW26o_TZSQGkAxNqU3uV7;_ylu=X3oDMTBhcmNxcTgxBHZ0aWQDSVMwMDI-/*-http:/www.recycledesign.or.jp/bunbetu/data/498.png
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3-2. 工場化学物質管理のあるべき姿 

① 入 口 管 理 ： 材料の新規導入･変更前にSDS等で成分情報把握して、 

使用禁止物質の非含有及びPRTR法等の指定化学物質の 

含有有無を確認する。 

②成分情報管理： 材料の成分情報がリスト化されており、 

新たな規制物質が制定される前に照合確認が容易にでき、 

該当がある場合に代替材料への切替えが事前に出来る。 

③ 出 口 管 理 ： PRTR法等の指定化学物質の使用量・大気などの環境中への 

排出量等の集計と定期届出を実施する。 

又、化学物質の削減活動を実施する。 
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3-3. 工場化学物質管理フロー 

大気 

廃棄物 

出口管理 

新規材料 

OK 

成分情報 
(SDSなど) 

登録材料 
リスト 

(成分情報など) 

NG 

① 
入口管理 

成分情報管理 
② 

③ 

排出量集計 
(該当法 有のみ) 

水域 

ﾄﾙｴﾝ 
ｷｼﾚﾝなど 

含有化学物質 
成分確認 
使用禁止物質 
非含有確認等 

新規規制物質動向 

登録 

含有確認 
 

 
登録材料ﾘｽﾄと規制物質の成分照合 
該当材料があれば代替材料へ切替え 
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4-1. VOC排出抑制推移 

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

（排出量：ｔ） 

（年度） 

2000年度比 
30%削減 

日本自動車部品工業会 
自主行動計画目標 

2010年度比 
10%削減 
トヨタ紡織 

2020年環境取り組みプラン 
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4-2. VOC排出抑制の考え方 

VOC排出抑制 

⑤工程・設備密閉化 

⑦排ガス処理装置導入 

工程内対策 発生源対策 

工程外対策 

排出対策 

④低VOC材料変更 

①塗着率向上 

②不良率低減 

③VOC含有材料低減 

⑥溶剤回収・リサイクル 

：本日事例紹介 
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5-1. 改善事例紹介 

改善のねらい：接着剤のロボット塗布に適したスプレーガンに変更し、塗着効率向上 

＜改善前＞ ＜改善後＞ 

効果：塗着効率 30％向上 

ﾊﾝﾄﾞ塗布ｶﾞﾝをﾛﾎﾞｯﾄ塗布に流用の為、製品外塗布が多い ﾊﾟﾀｰﾝ幅を狭めても細かく霧化出来るｶﾞﾝを選定 

製品外に塗布 

製品外に塗布 

製品に塗布 

【製品外塗布の要因】 

【製品外塗布の低減対策】 

吐出した接着剤を渦巻き気流の
エアーで霧化させ包み込むように
噴出させて、拡散を抑えながらパ
ターン幅を広げることができ、製
品外塗布が減少 

製品外に塗布 

製品に塗布 

製品外に塗布 

【渦巻き気流の構造】 

パターンエアー孔を 

らせん状に配列することで 

渦巻き気流となる 

①塗着効率向上 

吐出した接着剤の両側
から強制的にエアーを当
ててパターン幅を広くして
いるため、拡散して外輪
部分は製品外へ塗布 

通常ノズル 渦巻きノズル 
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5-2. 改善事例紹介 

改善のねらい：超音波を利用した塗料細分化による不良低減 

＜改善前＞ ＜改善後＞ 

効果：不良率 20％低減 

開封後の塗料は顔料粒子の結合を防ぐため撹拌して使用 超音波洗浄機を導入 

塗料をストレーナーで濾過 

開封後は粒子大 

攪拌だけでは顔料粒子細分化できない 

・粒子が大きくブツ不良発生 

・結合した粒子を濾過し取り除くと色ズレ発生 

塗料をストレーナーで濾過 

超音波洗浄機に 

塗料缶を入れて攪拌 ：超音波振動 

②不良率低減 

顔料粒子 

細分化 
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5-3. 改善事例紹介 

改善のねらい：接着剤塗布治具の表面塗装剤を変更し、離型剤レス化 

＜改善前＞ ＜改善後＞ 

効果：離型剤使用量・塗布作業 ゼロ、接着剤除去作業工数 40%削減 

◇治具の表面塗装：水性フッ素樹脂塗料 

塗布治具に付着した接着剤の除去に
離型剤を塗布する必要がある 

離型剤塗布 

（１）離型剤レス化 

（２）工数低減：①離型剤塗布なし 

            ②接着剤の剥離除去が容易 

接着剤の剥離除去 

（工具使用） 

離型剤塗布不要 

◇治具の表面塗装：FEPテフロン 

接着剤塗布 接着剤の剥離除去 

 （工具不使用） 

③VOC含有材料低減 

接着剤塗布 
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改善のねらい：ガンキャップ清掃方法変更に伴う洗浄シンナー使用量低減 

＜改善前＞ ＜改善後＞ 

効果：洗浄シンナー使用量 70％低減 

5-4. 改善事例紹介 

塗料吹き付けで使用するスプレーガンのガンキャップの汚れ
は、スプレーガンに直接洗浄シンナーを吹きかけて清掃 

・ガンキャップを洗浄シンナーにつけ置き 

・つけ置き用の洗浄シンナーは週１回交換 

つけ置き洗いに変更 

つけ置き時は蓋閉 

③VOC含有材料低減 



20 ／22 

改善のねらい：洗浄シンナー再生装置を導入し、洗浄シンナーを再生利用 

＜改善前＞ ＜改善後＞ 

効果：洗浄シンナー購入量 30％低減 

5-5. 改善事例紹介 

洗浄シンナー 

洗浄シンナー廃液 

①蒸留タンク内で廃シンナーを加熱、気化 

②気化した廃シンナー蒸気が、空冷コンデンサー内に入る 

③冷却ファンで廃シンナー蒸気が冷やされ液化 

④再生シンナーを常温で回収 

下部埋込ヒーター 

上部安全蓋 

蒸留ﾀﾝｸ 

廃ｼﾝﾅｰ 

コンデンサー 

① 

② 

③ ④ 

塗料吹き付けで使用するタンク、ホース、スプレーガンを 

洗浄シンナーで洗浄し、廃液は廃棄物処理 

再生装置を導入 

⑥溶剤回収・リサイクル 
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6. まとめ 

・化学物質の適正管理は、以下の3つの管理で推進 

 ①入口管理：使用前に成分情報を確認 

 ②成分情報管理：材料の成分情報をデータベース化 

 ③出口管理：使用量・排出量の集計・届出 

・VOC対策は、簡単な工程改善で排出抑制可能 

・材料の使用量を減らす、作業方法を見直すことでVOCだけでなくコスト低減も可能 

・VOCが減ることで作業環境が改善され、作業者の健康保持増進にも寄与 
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ご清聴ありがとうございました 


